
外
貨
需
給
曲
線
と

邁
限
為
替
相
場

-

わ

た

く
レ

は

嘗
て
｢

最
近
の

篤
替

理

論
+

な
る

奮
稿
に

お

い

て
､

『

】

九
二

〇

年
代
に

お

け
る

為

替
理

論
は
カ

プ

セ

ル

の

構
買
カ

年

債
詮
を

続
■っ

て

華
ゃ

か

な

諭

尊
を

展
開

し
た

が
､

⊥

九

主
○

年
代

後
年
に

入
る

や
､

為
替
相

場
の

欒
動
に

應
ず
る

｢

国
際
収

支
の

弾

力
性
+

(

①
-

邑
i

c

首
｡
代

打

p

F
づ
｡

｡

○

言
P

叫

m
e

已
払
)

如
ち
い

わ

ゆ

る

馬
琴
市
場
の

安
定
性
(

賢
P

g
昔
O
f

罪
旨
賀
笥

m
p
H

訂
叶

)

ま
た

は

席

巻
安
定
性

(

e

究
F
甲
P
叫
e

∽

t

P

E
-

-

t

y
)

の

問
題
が

､

為

替
理

絵
に

新
分
野
を

開
拓
し

､

特
に

最
近
に

至
っ

て

理

論
的
及
び

賢
琵
的
両
方
面
に

お

い

て

輝
か

し

き

成
果
を

収

め
つ

り

あ
▲
る
』

と

(

1
)

述
べ

夷
こ

と

が

あ

る
｡

そ

の

後
も
こ

の

間
題
に

閲
す
る

研

究
は

､

内
外
の

語

草
濱
に

ょ
っ

て

外

延

的
に

も

内
包

的
に

も

益
々

瑛
充
さ

外
食
需

要
曲

線
と

邁
限

魚
琴
曲

場

田

中

金

司
･

れ
､

洗
錬
を

加
え
つ

つ

あ

る
｡

偶
々

去
る

四

月
よ

り

京

都
大
畢
お

よ

び

同

志
社
大
串
に

率
い

て

開
か

れ

た
フ

ワ

ァ

ツ
･

マ

タ

ハ

ル

プ

教
授
の

外

国
貿
易
の

貨
幣
理

論

(

E

昌
①
t

P

々

→
F
e
O
→

叫

O
f

I

甲

t

e

⊇
賢

i

O

ロ

巳

→
り

邑
e
)

な

る

講
義
お

よ

ぴ
セ

ミ

ナ

ー

に

出

席
す
る

機
骨
を

得
る

に

及

ん
で

､

多

く
の

有
益

た

示

唆

を

受
け
た

｡

こ

れ

を

機
と

し

て
､

わ

た

く
し

は
五

年
前
国
民

産
額
雑

誌
に

費
表
し

た

(

2

)

｢

国
際
版

真
の

弾
力
性
+

な

る

拙
稀
の

績
篇
と

も
い

う
べ

き

も
の

を

書
く
こ

と

を

思
い

立
す

､

一

､

輸
出

入

晶
需
給
弾
力
性
の

内
容

分
析

､

こ
､

外

貨
需
給
曲
線
と

邁
限
篤
替
相

場
､

三
､

国
際
牧

草

凌
易
保
件
･

生

活
水

準
､

四
､

国
際
収

支
の

慣
格
弾
力
性
と

所

得

弾
力
性
の

四

項
に

亙
り
一

緒

を

草
せ

ん

と

筆
を

執
っ

た

と
こ

ろ
､

折
意
し

く

途
中
よ
り

健
康
を

専
し

進

稀
患
の

如

く
な

ら

ず
延

引
を

重

ね
､

し

か

も
こ

れ

以

上
の

締

朝
期
日

の

延

引
ほ

不
可

能
な

る

に

タき



∃
LJ
項

.一.ぜ
ー一

男
｢

√
J

瑚

パ

湾

づ
ヾ

､讃
｢

雪

男
一

″ユ

一

橋
■
給

費

弟
三

十

四

番

夢
二

親

筆
り

､

止

む

を

得
ず
右
改
定
の

第
二

節
に

嘗
る

部
分
に

簡
単
た

序

詮
を

附
し
て

こ

れ
凌

弥
立
の

一

篇
に

書
き

改

め
､

約
貴
を

果
す
こ

と

と

し

た
｡

(

l
)

日

中

金

司
･

｢

最
近
の

焦

替
理

静
+

(

級
済
革
新
大
系

算
入

巷
)

,

昭

和
二

七

年

二
五

〇

貫
｡

(

2
)

田

中

金

司
･

｢

国

際

収
支
の

弾
力

性
+

(

国
民

顔
清
雄
誌

昭

和
二

五

年
九

月

凍
)

国

人

著
｢

金

本
位

制
の

回

顧
と

展

望
+

希
二

取

昭

和

三

〇

年
･

三

六
一

-
入

四

貫
に

再

銀
｡

+
】

国
際
牧

真
の

弾
力
性
は
こ

れ
む

廣
義
に

解
す
れ

ぼ
､

国
際
牧

童

の

償
棒
弾
力

性

(

胃
訂
の
一

覧
t

訂
i

t

吋

○
什

訂
-

P

日
〔
0

0
什

胃
y

･

日

昌
t

払

)

と

所

得
弾
力
性
(

訂
0
0

日
e

巴
監
t
-

基
い

叫

O
f

訂
-

甲
日

誌

思
せ
や
y

日
e

已
且

と
の

二

つ

に

分
つ

こ

と

が
で

き

る

が
､

狭
義
に

は

普
通
に

繭
屠
を

意
味
す
る

｡

こ

の

小

稿
に

お

い

て

も

所

得
弾
力

性
は

二

應
､

考
察
か

ら

除
外

す
る

｡

所

得
弾
力

性
を

除
外

す
る

七

い

シ
の

ほ
､

国
際
収

支
の

欒
任
虹

狗
立

(

F
計
匂

β
計
n
t

)

な

国

展

所

得
の

欒
化
に

應
ず
る

国
際
収

支
の

欒
他
の

み

な

ら

ず
､

国
際

牧

支
の

襲
任
に

よ

つ

て

誘
蓉
さ

れ

た

(

岩
.

d

宍
e

e

国
民

所

得
の

欒
他
に

應

ず
る

国
際
収

支
の

欒
化

を

も

考
慮
し
な
い

と
い

う

意
健

脚

で

あ

る
｡

従
っ

て

こ

こ

に

い

う

国
際
収

支
の

弾
力

性
は

､

■
薦
替
相

場
に

微
小

な

変
任
が

あ
っ

た

場
合

､

専
ら

慣
格
教
具
濁

通
じ

て

国

際
敏

文

が

如

何
ほ

ど
の

欒
化
を

象
け

る

か

の

問
題
と

し

て

取

扱
わ

れ

る
｡

と
こ

ろ
で

国
際
収

支
の

弾
力

性
は

､

資
本

移
動
を

暫
く

度
外
に

一

置
け

ぼ
､

輸
出

倍
額
(

輸
出

品

慣
格
に

輸
出

量
を

乗
じ

た

も
の
)

の

弾
力

性
と

､

輸
入

倍
額

(

輸
入

品

債
格
に

輸
入

量
を

乗
じ

た

も

の
)

の

そ

れ

と

に

依
存
し

､

前
者
は

輸
出

品
の

外

国
籍
要
の

弾
力

性
(

り
)

と

国
内

供

給
の

弾
力

性
(

恥
)

と
に

､

後
者
は

輸
入
.
品′

の

園
内

需
要
の

弾
力
性
(

㌔
)

と

外

国
供

給
の

弾
力

性
(

町
)

と

に

依
存
す

る

が
､

国
際
収

支
に

ほ

外

国
貨
幣
(

以
下

､

外

貨
と

呼

ぶ
)

表
示
の

も
の

と
■､

国
内
貨
幣
(

以
下

､

円

貨
と

呼

ぶ
)

表
示

の

も
の

と

が

あ

り
､

■
残
替

相

場
に

も

文

殊
勘
定
達
(

内

貨
建
)

と

受
取

勘
定
建
(

外

貨
建
)

と

が

あ
る

｡

い

ま

真
珠
勘
定
連
濁

替
相

_

場
を

γ

に

て
､

受
取

勘
定
連
名
香
箱

場
を

′

γ

に

て

表
わ

す
と

す

れ

ぼ
､

て
＼

=
■-

な

る

関
係
が

あ

り
､

外

貨
建
の

輸
出

慣
額
を

の

由

(

但
し

¢
は

外

貨
建
輸
出

品

債
格

､

-
且

ほ

輸
出

量
)

に

て
､

同

じ

く

輸
入

債
顧
を

L

巧
(

但
し

ア

は

外

貨
建
輸
入

品
債

格
､

∫

は

輸

む
鼠



-

▼

-

入
量
)

に

て

表
わ

し
､

円

貨
達
の

輸
出

倍
額
を

q

由

(

但
し

曾
は

円

貨
建
輸
出

品

債
格
)

に

て
､

同

じ

く

輸
入

倍

額
を

も
(

但
し

タ

は

内

貸
建

輸
入

品

慣
椿
)

に

て

表
か

す
と

す
れ

ば
､

∵

崎

由
--

ス
の

也
)

､

の

由
=
う

べ
崎

也
)

勺
ト
=

ス

男
〉

+

招
.

=
う

､

甘
b

な
る

闊
係
が

存
密
す
る

こ

と

明

白
で

あ

る
｡

し
か

ら
ば

席
巻
相

場
の

欒
化
に

鳳
ず
る

輸
出
倍
額
お

よ
び

輸
入

倍
額
の

弾
力

性
と

輸
出
入

晶
の

霜
雪
弾

力

性
と
の

関
係
如
何

と
い

え

ば
､

次
の

如

く
に

表
現

さ

れ
る

｡

但
し

糾
例
の
糾
の

諸
式
に

つ

い

て

は

そ

の

値
が
正

の

場
合
が

正

常
的
で

あ

抄
､

川
仙
川
何
の

諸

式
に

つ

い

て

ほ

そ

の
■
値
が

負
の

場

合
が

正

常
的
で

あ

る
｡

な

お

上

記

諸

式
の

導
出

方
法
に

つ

い

て

は

既
に

多

く
の

文

献
に

詮
明

さ

れ

て

お

り
､

前
摘
拙
著
に

も

解
祝
し

て

置
い

た

か

ら

参
照
を

撃
っ

こ

と

と

す
る

が
､

こ

こ

に

注

意
す
べ

き
は

､

こ

の

表
を

一

党
し

て

剣
る

如

く
､

何
と

糾
と
の

和
､

㈹
と

の
と
の

和

は
そ

れ

ぞ
れ

一

､

〓
と

川
と
の

和
､

糊
と

何
と

の

和

は

そ

れ

ぞ

れ
マ

イ

ナ

ス

一

な

る

闘
係

が

存
す
る

こ

と

で

あ

る
｡

こ

の

郵
に

つ

い

て

偲

後
段
の

論

議
と
の

囲
係
も

あ
る

か

ら
､

若
干

説
明

の

婁
が

あ
.

る

と

早
っ
｡

ノ

′

外
食
需

姿
切
線
と

邁

僻
席
巻
相

場

( 賃替相場) (輸 出入債額 の 野力性)
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エ

岬

工

畔
上

甲
工

岬

去
エ

プ

ラ
才

弾力性

曜力性

揮力性

弾力陸

の 澤力陛

の 弾力性

安沸勘定建

受坂勘 志建

支沸勘定建

受取勘定建

囁な

出

輸

入

例

せ

例
式

と

川
式
と
に

と
っ

七

考
え

る

に
､

例
式

は

自
国
(

A
)

の

支

沸

勘
定

連
環
替
相

場

に

應
ず
る

円

貨
建
輸
出

償

額
の

弾
力
性

で

あ

り
､

.

拭

式
は
こ

れ

を

相

手

国
(

B
)

の

立

場
か

ち

見
る

と
､

B

園
の

支

彿
勘

定
建
葛
巻
相

場
に

應

ず
る

B

囲
の

内

貨

∂7

巨

斡､ て

声ニ ノ

き 二



】

橋

宙

叢

弟
三

十
四

巷

第
二

靡

建
輸
入

償
額
の

弾
力
性
に

該
嘗
す
る

｡

そ

こ

で
､

い

ま

A

困
の

封

B

国
鳥
替
相

場
が

支
彿
勘
定
建
で

一

■
%
上

昇
し

た

場
合

､

も

し
A

圃
の

円

貨
建
輸
出

倍
額
の

弾
力

性
す

な

わ

ち

榊
式
の

値
が

0

だ

と

す
れ

ば
､

A

国
の

.
輸
出

量
(

B

囲
の

輸
入

量
)

に

は

欒
化

は

滋
い
■｡

A

困
の

真
珠
勘
定
建
為

替
相

場
に

お

け
る

一

%
の

上

昇
ほ

､

そ

の

受
取

勘
定
建
篤

替
相

場
(

B

困
の

支

沸
勘
定

摩
薦

替
相

場
)

に

お

け
る

約
一

%
の

低
下
を

意
味
す
る

か

ら
､

A

困
の

外

貨
建
捻
出

償

額
(

B

困
の

内

貨
建
輸
入

倍
額
)

の

弾
力

性
は

一

で

あ

る
｡

ま

た

も

し

A

園
臥

円

貨
建
輸
出

慣
額
の

弾
力

性
が

一

だ

と

す

れ

ば
､

A

国
の

外

貨
建
輸
出

倍
額

･

(

B

国
の

内

貸
達
輸
入

債

額
)

の

弾
力

性

ほ
0

と

な
る

べ

く
､

も

し

前
者
が

二

だ

と

す
れ

ば
､

後
者
は
マ

イ

ナ

ス

】

と

な

る
｡

ス

タ

ブ

ケ

ル

ベ

ル

グ

は

A

困
の

真

珠
勘
定
連
名

替
相

場
に

嵐

ず
る

内

貸
建
輸
出

倍

額
の

弾
力
性
を

‰

に

て
､

B

困

の

真
珠
勘
定
建
為
替
相

場
に

應
ず
る

内

貨
建
輸
入

倍

額
の

､

強
力

､

,
一

ノ

性
を

り
に

て

表
■わ

し
､

こ

ム
関
係

を

次
の

如

く
に

示

し
て

い

る
｡

▲

(

但

し

[

一

内
は

筆
者
)
｡

e e ■
も Q

l
ト▲

l (= 〉

(= ) (′ l

U ｢

⊂〉

○ トー▲

(′l し∩

ト▲ N

ト▲ N

(∩ U ｢

N

.
い

ぎ
‖

言

＋
】

冬
だ
ス

タ

ブ

ケ

ル

ベ

ル

グ

は

真
珠
勘
定
連
名
春
相

場
に

應

ず
る

内

貸
建
輸
入

倍
額
に

は
マ

イ

ナ

ス

の

符
親
を

附
し
て

お

り
､

わ

た

く
し
の

蓼
合
に

は
マ

イ

ナ

ス

の

符
耽
を

附
し
て

い

な
い

か

ら
､

弾

力

性
の

債
の

正

負
に

相

異
が

あ

る

が
､

道
理
に

攣
り

は

な
い

｡

な

お

か

れ

は

右
の

関
係
を

次
の

如
き

数
式
を

以
て

賢
明

し
て

い

(

2
)

る

か

ら
､

参
考
の

た

め

紹
介
し
て

置
こ

う
｡

ぎ
‖

婚
∴

韓

苫

‖

-

相
‥

相
･

∂8

晶
)

.

か

g
P

川

壷
.

∵

叩
-

.

軸
･

亨
廿

か

㌔

丸

印
)

.

詩
)

劃
1

.

剖
･

乱

君

･

叶

丁
軒

下
･

軸
･

紳
士

転二

=
e
℡

＋
-

但
し

&
は
A

囲
の

内

賀
建
輸
出

倍

額
､

ん

は
A

国
の

真

珠
勘
定
建

薦

替

相

場
､

加
は

B

困
の

内

貨
建
輸
入

倍
額
(

A

困
の

外

貨
建
除

出

倍

額
)

､

如
は

B

困
の

真
珠

勘
定
連

名

替

相

場
(

A

囲
の

受
取

勘
定

建
為
替
市

場
)

で

あ

る
｡



以
上

は

∽
式
と

川
式
と
の

関
係
に

つ

い

て

で

あ

る

が
､

次
に

糾

.
式
と

糾
式
と
の

関
係

も

右
と

同

様
に

し
て

理

解
で

き

る

が
､

た

だ

こ

の

場
合
に

は

そ

の

和

が
マ

イ

ナ

ス

一

と

な

る

の

は
､

川
式
が

ー

ぎ

に
､

り
式
が

-
ぷ

に

該

督

す
る

か

ら
､

こ

れ

を

ぎ
-

T
苫
)

=
-

に

首
て

飲
め

れ

ぼ
､

-

ぎ
-
(

＋

㌔
)

=

⊥
と

放
る

に

過

ぎ

な
い

｡

糊
式
と

の
式

と
の

関
係

､

糾
式
と

糾
式
と
の

関
係

に

つ

い

て

も

容
易
に

類
推
で

き

る

で

あ

ろ

う
｡

か

く
述
べ

て

来
れ

ば
､

A

困
の

支

沸

勘
定

建
為
替
相

場
に

應

ず

る

円

貨
建
輸
出

債
顛
の

弾
力
性
佗

つ

い

て

は
､

そ
の

値
が

一

よ

り

大
な

る

場
合
に

弾
力

的
､

一

よ

り

小

な
.

る

場
合
に

非

弾
力

的
と

呼

ば
れ

る

に

勤
し
ハ

B

困
の

真
珠
勘
定
建
駕
替
相

場
に

應

ず
る

内

貸

一

連
輸
入

債
額
(

A

国
の

受
取

勘
定
達
寓
替
相

場
に

應

ず
る

外

貨
建

輸
出

償
額
)

の

弾
力
性
に

つ

い

て

ほ
､

そ

の

儀
が
一〇

よ

乃

大
患

る

場
合
に

弾
力
的

､

0

よ

り

小

夜
る

場
合
に

非

弾
力

的
､

0

に

等
し

(

2
)

い

場
合
に

中
立

的
と

呼

ぼ

れ
る

所

以
ほ

明
ら

か

で

あ
l
ろ

う
｡

同

じ

理

由
に

よ
■
り

A

園
の

受
領

勘
定
連
名
替
相

場
に

應
ず
甥
月

貸
建
輸

出
倍

額
の

弾
力
性
に

つ

い

て

ほ
､

そ
の

値
が

範
封
偲
で
一

よ

り

l大

な

る

場
合
に
.
弾
力
的

､

一

′
よ

り

小

な
る

場
食
に

非
弾
力
的

､

B

図

･ 5

の

受
取

勘
定
建
為
替
相

場
に

旛
ず
る

内
貸
達
輸
入
慣
層
(

止

層
心

外
貨
層

委
曲
線
と

連
取

盛
者
相

野

文

殊
勘
定

観
念
替

相

場
に

封
す
る

外

貨
建
輪
出

倍
額
)

の

弾
力

性

に

つ

い

て

は
､

そ

の

値
が

0

よ

り

大

な

る

場
合
に

弾
力

的
､

0

よ

り
小

な

る

場
合
に

非

弾
力

的
､

0

に

等
し
い

場
合
に

中
立

的
と

呼

ぶ
こ

と

が

で

き

る

で

あ

ろ

う
｡

A

圃
の

輸
入
償

額
の

弾
力
性
に

つ

い

て

も

右
と

同

様
に

し
て

瀾
力

的
､

非

弾
力
的
の

臨
界
鮎
を

定
め

る

こ

と

が

で

き
る

｡

(

⊥
)

H
.

く
.

S
t

P
C

訂
-

訂
蒜
〉

→
F
e

づ
F
e

O

召
0
巾

句
○

邑
呵

日

田
甲

各
邑
笥
■･d

邑
e
り

勺
e

旨
c
t

C
O

m

盲
≡
○

日

管
H

已
¢

昌

邑
0

邑

日

昌
P
O

邑
q

P
b

匂
e

ぷ

ヨ
O

+
〉

-

設
-

-

勺
ワ

ー

ー

い

-
-

汁

(

2
)

ロ
勺
.

班

ぎ
旨
e
-

訂

串
つ
甘
e

巧

訂
○

召
O
f

句
0

邑
g

P

田
甲

〔

訂
口

碑
e
.

}

p

p
.

-

-

u

-
-

か
.

-

(

3
)

ロ
く
.

聖

賢
訂
-

訂
H

申

q
F
O

→
F
e

O
【

叫

○
巾

句
0

邑
唱
P

田
甲

良
F

p

ロ

粥
e
.

}

マ

ロ
汁

な

お

ス

タ

ア

ケ

ル

ベ

一
ル

ダ
の

論

文
に

つ
＼

小

て

は
､

阿

部
統

･

｢

外
国

盛
者
の

純
粋
理

論
+

(

顔
済
静

叢
昭

和
二

七

年

〓
月

歩
)

を

参
府

｡

三

さ
て

外

貨
の

需
要

曲
線
お

よ

び

供
給
曲
線
は

単
純
化
の

た

め

に
.

′

し

ぼ

し
ぼ

弾
力
性

一

定
の

想
定
の

下
に

措
か

れ

る

(

前
節
弾
力
性

の

式
も

亦
こ

の

想

定
に

立

つ
)

｡

換
言
す

れ

ぼ

封
敦
グ

ラ

フ

で

表

9 9



一

一

一

橋

帝

叢

第
三

十
内

容

夢
二

壊

わ

す

場
合
に

ほ

そ

れ
は

直

線
を

以
て

示
さ

れ
る

｡

し
か

し

規

資
に

お

い

て

ほ

弾
力
性
の

値
は

曲
線
上
の

位
置
に

よ

つ

て

異
な

る

も
の

で

あ

る
｡

従
っ

て

通
常
考
え

ら

れ

で

い

る

与
つ

紅
､

縦
軸
に

支

彿

勘
定
塵
為

替
相

場
､

横
軸
に

外

貨
の

需
給
量
を

と

る

場
合

､

外
貨

の

需
穿
曲
線
が

右
下
り

､

供
給
曲
線
が

右
上

り
(

或
い

は

右
下

り
)

と

で
っ

与
っ

に

そ

れ

ぞ

れ

同

じ

方
向
忙

走
る

と
ほ

限

ら

な
い

｡

供

給
曲
線
が

初

め

は

右
上

り

で

あ

る

が
､

或
る

軒
に

お

い

て

左

上

り

に

韓
ず
る

可

能
性
が

存
す
る

｡

こ

れ
･
ほ

次
の

如

く
に

し
て

説
明
さ

ヽ

れ
る

で

あ

ろ

う
｡

由
-!

如
い

の
了

呉
タ

=
b

g
真
8

但
し

名
品
は

と

も
に

常
数

｡

し
か

る

と

き

は

や
.

桓
‖

よ
､
(

-

＋

芭
=

よ
､

内

乱

の

帥
･

鵬
=

さ
＋

告
ぎ

で

あ

る
｡

但
し

恥

と
【

牝

と
は

同

符
耽
と

考
え
て

よ
い

｡

さ

て
､

う

真
の

由
)

奄
.

+
針
■

し
か

る

に

の

宍
の

由
)

.

.

ド
.

.

胤

ゆ

の

由

丸

¢

の

争

J の

▲
▼

巳已ム+ ふ

昏
‖

心

憎

丸

ぞ

聖
○

的
の

､

ぎ
=

は
ほ
･

ぜ

聖
○

粥
崎

丸

曽

そ

こ

で

経

済
の

規

資
に

お

い

て

は

軸

物
は
い

ず
れ

も
マ

イ

ナ

ス

一

よ

り

小

と
な

る

こ

と
は

な

い

と

思
わ

ら

れ

る

か

ら
､

り
と
ー

り
､

離
･

確
=
･

＋

や
鴎
且
t
卯

､

ま
た

て
の
=
q

か

ら

や

紳
士
‖

向
･

桓
･

や
･

桓
〃

拉

崎

札

内

内

乱

氏

8 .

旨

が

得
ら
れ

る

か

ら
､

.

卜
.
.

笹
1■

匡

の

内

争
-

8 .

計

＋
州

ヽ

が

導
か

れ

る
｡

そ

こ

で

叩

ヽ

∨
-

な
る

限
り

､

こ

の

式
の

偲
は
正

に

し
て

外

貨
供
給
曲
線
は

右
上

り

と

な
る

が
､

晰
ヽ

=
-

な
る

と

き

は

同

式
の

値
は
0

と

た
り

外

貨
供

給

曲
線
は

直

立

し
､

呵

ヽ

<
-

な
る

と

き

ほ
.

そ

の

債
は

負
と

な

り
､

外
貨
供
給
曲
線
は

左

上
り

と
な

る

こ

と

が

剣
る

で

あ

ろ

う
｡

し
か

る

に

γ

の

上

昇
と

と

も
に
ー

り

ほ

次

第
に

小
と

な
る

こ

と
が

考
え

ら
れ

る

か

ら
､

外

貨
供

給
曲
線
は

初



-√
l

･ -
-

ィ ･
､■一ふ ■-

一寸
-

-一J-一
､･

■
め

は

右
上

り

で

あ

る

が
､

中

途
か

ら

左
上

り

に

韓
ず
る

こ

と

が

あ

り

得
る

わ

け

で

あ

る
｡

こ

の

関
係

を

マ

ッ

ハ

ル

プ

は
ヨ

リ
ー

般
的
な

形
に

お

い

て

極

め

て

巧

み

に

説
明

し
て

い

る
｡

(

但
し
こ

の

説
明
に

お

い

て

.は
リ

ラ

を

内

貸
､

ド
ル

を

外

貨
と

し
て

､

ア

メ

リ

カ

の

輸
入

､

す
な

わ

ち

イ

ク

リ

ー

の

捻
出
に

つ

い

て

考
察

が
.

な
さ

れ
て

い

る
｡

)

い

わ

く
､

｢

或
る

輿
え

ら
れ

た

釈
態
(

資
源

､

技
術

､

噂
好

､

貨
幣
)

の

下

に

お

い

て

は
､

市

場
需
要

曲

線
は

(

一

個
の

商

品
た

る

と
､

敷
商

品
の

一

群
た

る

と
､

ま

た

は

外
囲
貨
幣
た

る

と

溝

問
わ

ず
)

高
い

〔

慣

格
〕

蘭
域
に

お

い

て

ほ
､

低
い

〔

償

格
〕

領
域
に

お

け
る

よ

り

も

此

較
的

弾
力
的
と
な

る

頗
向
が

あ
る

｡

例
え

ば
下
ル

の

稀
呼

に

お

け

る
口

二
フ

の

需
螢
ほ

リ

ラ

の

高
い

債
格
〔

イ

タ

ブ

ー

の

受
取

勘
定
達
で

高
い

篤
替
相

場
〕

に

お

い

て

此

較
的
弾
力
的
で

あ

り
､

リ

ラ

の

低
い

慣
格
に

お

い

て

比
較
的
非
弾
力
的
で

あ

る
｡

下

ル

の

稀
呼
に

お

け

る

リ

ラ

の

需
要
ほ

リ

ラ

の

稀
呼
に

お

け
る

下

ル

の

供

給
を

構
成
す
る

｡

か

く
て

わ

れ

わ

れ

は

次
の

如
く
推
論

す
る

こ

と

が

で

き

る
｡

す
な
わ

ち
､

下

ル

の

低
い

慣
格
〔

イ

タ

リ

ー

の

文

殊

勘
定
建
で

卑
い

為
替
相

場
〕

に

お

い

て

は
､

リ

ラ

の

稀
呼
に

お

け

る

下

ル

の

供
給
の
▼

弾
力

性
ほ

(

芝
フ

に

封
す
る

此

較
的
弾
力
的
た

外
貨
常

襲

曲

線
と

適
限

魚
替
相

場

.

需
要
に

封
應
し
て
)

正
で

あ

る

が
､

下

ル

の

高
い

債
格
に

お

い

て

は
､

ド

ル

の

供
給
の

弾
力

性
は

(

リ

テ
に

封
す
る

比

較
的
非

弾
力

勺

(

1
)

的
な

需
要
に

封
應
し
て
)

負
で

あ

る
+

と

(

〔

〕

内
は

筆
者
)

｡

一

ド ル の 供 給リ ラ の 常要
受 取 勘定建ま

2
,
1 00 F ル

0

0

0

0

0

0

0

5

0

5

5

0

1

0

2

2

3

3

3

2

ラ
一

リノ止
｡

4

5
ゥ

汚
1 0

2 0

7
,
(Ⅹ沿 , タ

10 p( 泊

15
,
0 00

2 1
,
0 0 0

3 0
,
00 0

4 5
,
0 0 0

3 0 ドル

5

0

5

0

5

2

2

1

1

以

上
の

関
係
を

試
み

に

仮

例
を

以
て

示
せ

ば

第
一

義
の

如

く
で

あ

る
｡

こ

れ

を

グ

ラ

フ

に

措
け
ぼ

同

教

授
に

よ
っ

て

示
さ

れ

た

第
一

囲
が

で

き

(

2
)

表

上
る

で

あ

ろ

う
｡

な
お

第
一

一

圏
(

A
)

に

お

い

て

ほ
プ

ラ

の

第

需
要
曲
線
が

下
に

凸
た

形
を

と
っ

て

い

て
､

リ

ラ

の
.
需
要

の

弾
力

性
が

受
取

勘
定
建
為

替
相

場
の

高
い

と

こ

ろ
.
で

小

さ

く
､

低
い

と
こ

ろ
で

大
き

い

よ

う
に

見
え

る

が
､

こ

の

霞
は

曲
線
の

匂
配

鳴
-

と

男
性

平

場
と
の

相

異
を

念
頭
に

底
け

ぼ

永

解
す
る

｡

例

ぇ
ば

蔑
替
相

場
が

三

〇
下

JO J

-′一

r

払

㌘
∵

.

ハエ
､
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僑

静

重

罪
三

十
四

春

草
二

鰊

専

ル

よ

り

二

五

ド

ル

0
0

0

寸

Q

O

山

M

0

0

0

M

0

0
皿

N
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0
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0

0
山

ニ

0

0

0
-

0

0

山

踊

㌘
Ⅷ

ほ

㌘

㌘
㌘

亡

｢

A

≡萱至言告告喜等等≡
LIR E

第 一 固

に

下

落
し

た

場
合

に

お

け
る

リ

ラ

の

需
要
の

弾
力

性
は

近

似

的
に

二
･

五

七

な
る

に

勤
し
､

一

〇
下
ル

よ

り

五

下

ル

に

下

落
し

た

場
合
に

は

近

似

的

に
′一

で

あ
っ

て
､

こ

の

曲
線
は
リ

ラ

の

需
要
の

弾
力

性

が

受
取

勘
定
逢
名

替
相

場
の

高
い

と

▲

誠
実
慧

u

2 ｡

柑

川

5

｡

こ

ろ
に

お

い

て
､

⊂
｢

n

U8

低
い

と
こ

ろ
に

お

け
る

よ

り

も

大
で

あ

る

よ

う
に

措
か

れ

て

い

る

の

で

あ

る
｡

頸

事

な

が

ら

附
青
す
る

｡

輸
出
に

基
く

内

貸
需
要
の

弾
力

性
と

外

貨
供
給
の

弾
力

性
と
が

上

述
の

如

き

闊
係
に

立
つ

こ

と

は
､

さ

ら
に

前
簡
の

り
式
お

よ

ぴ

お
一
▲

川
式
と
の

和
が

マ

イ

ナ

ス

一

と

な

る

こ

と
か

ら
も

容

易
に

知
る

こ

と

が
■
で

き

る
｡

た

だ

こ

こ

で

は

弾
力

性
が

γ

の

欒
化
に

従
っ

て

欒

任

す
る
･
場
合
を

取

扱
っ

て

い

る

の

で

あ

る

か

ら
､

正

確
に

は

り

恥

た
ど

の

そ

れ

ぞ

れ
に

前
述
の

如
く
バ

ー

を

附
し

た

形

を

用
い

て

考

え
る

の

が

よ

ろ

し
い

｡

ハ

ー

バ

ラ

ー

が

そ

の

論

文

｢

外

囲
席

巻
市

場
と

国
際
収

支
の

安
定
性
+

に

お

い

て

試
み

た

詮
明

も

亦
､

内

貸

.

需
要
の

弾
力

性
と

外

貨
供
給
の

弾
力
性
の

和

が
一

な
る

簡
保
を

利

(

3
)

用
⊥

た

も
由

で

あ

る
｡

外

貨
供
給
曲
線
が

或
る

鮎

に

お

い

て

右
上

り
か

ら

左
上

り
に

韓

ず
る

可

能
性
が

あ

る

こ

と

ほ

以
上
の

説
明
に

よ
っ

て

明
か

に

な
っ

た

と

思

う
が

､

こ

こ

に

注

意

す
べ

き

は
､

こ

の

左

上

り

に

な
っ

た

▲

部
分
の

あ

ら

ゆ
る

鮎
に

お

け
る

勾

配
は

､

こ

の

鮎

を

通
る

直

角
饗

曲
線
の

そ

れ

よ

り

も

大
で

あ

る

と
い

う
こ

と

で

あ

る
｡

こ

の

理

由

は

次
の

如

く
で

あ

る
｡

=

げ
.

摩
t

匡
】
.

梓
は

め

向

学

8 .
計

＋
巾 l

ヽ

ー

＋

坤
(

前

出
)

に

お

い

て
､

-

‰

も
■

り

も
い

ず
れ

も

負
と
た

る

こ

と
ほ

考
え

ら
れ

ぬ



か

ら
､

■
こ

の

式
の

値
が

負
立
た

る

と

き

ほ
､

-

-
捌

ヽ

∨
○

な
る

こ

と

を

意
味
す
る

が
､

T

犬
･

＋

叫

な
る

関
係
か

ら
､

.

汀
竹
l

<
-

-

＋

心
l

.

8
討

と

な

る
｡

食
っ

て

外

貨
供
給
曲
線
の

問
題
の

部
分
に

お

け

る

勾

配

は
､

争

う

.

＋

即

宍
の

也
)

t

の
由

.

-

-
剛
}

･

を

以
て

示
づ

れ

る
｡

他

方
､

こ

の

曲
線
上
の

陳

じ

鮎

を

通
る

直

角

璧
曲
線
は

て
(

の

也
)

=
0

0

ゴ

監
P

ま

な

る

関
係
を

有

す
る

こ

と
か

そ

れ
.
と

を

比

較
す
れ

ぼ
､

前
者
は

絶
封
佳
紅

て

明
か

に

後
者
よ
▼･り

も

大
で

あ
る

｡

こ

の

こ

と

は
マ

ー

ク

ハ

ル

プ

が

指
摘
す
る

如

く
､

右
の

場
合

､

真

珠
勘
定
連
名
替
相

場
の

騰
貴
に

ょ
っ

て

輸
出

倍
額
が

減
少

す
る

こ

と

が

あ

る

の

は

外

貨
の

稀
呼
に

お

い

七
で

あ
っ

て
､

内

貸
の

絡
呼

に

お

い

て

は

減
少

す
る

こ

と

ほ

な

く
､

却
っ

て

む
■
し

ろ

増

加

す
る

(

4
)

と

い

う
こ

と

か

ち

も

説
明

す
る

こ

と
が

で

き

る

で

あ

ろ

う
｡

●

以

上
は

輸
出
に

基
ぺ

外
貨
の

供
給
曲
線
が

右
上

り

か

ら

左

上

り

へ

轄

ず
る

可

儲
性
に

つ

い

て

述
べ

た

の

で

あ

る

が
､

し
か

ら

ぼ

輸

入
に

基
く

外

貨
の

需
要
曲
線
に

つ

い

て

も

右
下
り

か

ら

左

下

り
へ

樽
ず
る

可

能
性
が

.

あ
る

か

ど

う
か

｡

真

珠
勘
定
建
為
替
相

場
が

低

落
す
れ

ぼ
､

特
権
的
僧
侶
に

頗
く
影
響
さ

れ

る

輸
入

盤
澤
晶
の

加
r

き

極

め
て

例
外

的
な

場
合
を

除
け

ぼ
1

輸
入

量
は

増

加

す
る

の

が

普
通
に

し

て
､

.
最
盛
の

場
合
に

も

増
加

を

止

め

る

に

過

ぎ

ず
､

こ

れ
が

減
少

す
る

こ

と

ほ

殆

ん

ど

考
え

ら
れ

な
い

｡

か

く
て

支

梯

勘

ら
､

う

＋
(

の

由
)

･

払

う

宍
の
由
)

=
○

が

得
ら

る

べ

く
､

そ

の

勾

配
は

､

定
達

聴
入

倍
額
の

弾
力

性
-

軒

悔
l

■

蛭

争

-
■

ぞ
＋
仰

計

に

丸
う

ー

失
の

由
)

の

由

と
な

る
｡

そ

こ

で

右
の

外

貨
供
給
曲
線
の

勾

配
と

直

角
変
曲
線
の

外
貨
膏

薬
曲

線
と

通

牒

焦
替
相

場

お

い

て
､

-

恥

が

0

な

る

極

限
を

と
っ

て

も
､

こ

の

式
の

値
ほ
0

で

あ

る

か

ら
､

外

貨
の

需
要

曲
線
ほ

横
軸
に

垂

直
と

放

る

に

過

ぎ

ず
､

左
下

ひ

と

た

る

こ

と

ほ
た

い
｡

!り.ヨ
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ロム(8) s
入

】
パ

ー
ノ
イ

j
V

J

■壬
.

/.▼
1
､

■㌧

■∵

∴

. 】

′
橋

静

叢

密
三

十
四

令

弟
二

歩

∧
j.

【

り

+
【

り

受

取
勘
定

建
烏
替
相

場

巧
S;

D
M

外貨需給丑

ち

D

〔
〕

A

′

S↑
l

▲.卜n
.

一

l

･

q

q

外 貨 需器 量

圏二第

支

堺
勘
定

連
番
魯
ポ

β

そ

こ

で

真
珠
勘

菱
替
相

場
紅

應
ず
る

外

貨
供
給
曲
線
が

右

上

り

か

ら

左
上
り
へ

韓
ず
る

場
合

､

こ

れ

に

右
上

り
の

外
貨
の

需

要
曲
線
が

第
二

圏
(

A
)

の

如

く
に

交
わ

る

と

す
れ

ぼ
､

爾

曲
線

の

交
鮎
が

一

つ

で

な

く
二

つ

以

上

存
雇
す

る

こ

と

が

考
え

ら

れ
′

る
■｡

す
な

わ

甘

供
給
曲
線
が

左
上

り

で

あ

り

且
つ

需
要

曲
線
よ

り

も

勾
配
が

小
さ

く
､

従
っ

て

商

曲
線
の

交
新
に

よ

っ

て

輿
え

ら
れ

る

均
衡
相

場
が

不

安
定
で

あ

る

な

ら

ば
こ

の

他
に

一

(

ま

た

は
一

一

)

(

5
)

っ

の

安
定
的
な

均
衡
齢
が

存
在
す

る

で

あ

ろ

う
｡

な
ぉ

受
取

勘
定

凌
駕
替
相

場
に

應
ず
格

外

貸
供

給
曲
線
と

需
要

曲
線
と
の

関
係

峠
､

第
二

固
(

B
)

の

如

く
に

な

る
｡

さ

ら
に

翰
出
入
に

基
く

外

貨
の

供
給
曲
線
と

需
要
曲
線
と

が

互

(

6
)

に

交
わ

ら

な
い

場
合
も

考
え

ら
れ

る
㍉

か

か

る

場
合
に

ほ

資
本

層

動
に
･
よ
っ

て

南
曲
線
の

い

ず
れ

か
､

ま

た
は

蟹
方
が

移

動
し
て

交

好
が

作
ら

れ

る

で

あ

ろ

う
｡

し
か

し

資
本

移

動
が

爾
曲
線
を

交
わ

ら
し

め
る

の

に

十

分
で

な
い

か
､

ま
た

ほ

雨

曲
線
の

距

離
を

益
々

引
き

離
す

享
つ

な

も
の

で

あ

る

な

ら

ば
､

金

ま

た

は

外

貨
準
備
の

増
減
に

よ

ら

な
い

限
り

､

確
定
的
た

篤
替
相

場
の
■
成
立

は
期
待
で

き

ぬ

で

あ

ろ

う
｡

〔

l
)

声

韓
p

q
F

訂
芦

田
r

器
t

琵
▼t
叫

勺
0

投
打

日
好
日

i

ロ

ー

監
鞘
口
他

己
○

日

巴

ゴ
邑
0

入
i

日

日
口

,昌
○

邑
p

H

已
｡

昌
p

乱
○

冒
訂

-

句
e

F

-

設
○

〕

勺
.

♪

J O 4



ヽ

‥

山

(

2
)

句
.

胃
p
P

E
亡
p
-

申
F

邑
の

芹
叫

勺

監
巴

ヨ
i

∽

ヨ
.

-

p
.

山
.

(

3
)

.

P

H
P

訂
ユ
¢

J

→

訂
■
已
告
訂
t

才
H

句
○

邑
叫
臼

田
対
ロ
}

か
ロ

粥
¢

p

ロ
a

昏
¢

哲
巴
U
i

-
i

t

叫

0
巾

旨
e

け
P

F
巨

り

¢

○
巾

勺
p

対

日
e

巳
払

-

i

口

内
叫

吋
-

0
払

-

-

心

ふ
り

一

句

監
n
.

い
-

p
一

帖

O

汁

(

4
)

句
･

告

発
E
亡
勺

:

→
F
U

→

訂
○

召

○
拙

句
○

邑
拘

臼

田
粥
0

訂
口

内
e

}

(
小

口

｡

群

臣
d
i

ロ

粥
∽

i

ロ

t

F
e

→

訂
O
H

叫

○
代

Ⅰ

日
t

e

昌
巴
i

O

ロ

巴

ゴ
h

邑
♪

雷
-

e
P
t

乱

す
H
･

㌍

空
-
i

研

町
一

己

P

A
.

蜜
已
e

メ

勺

E

臣
丁

勺

F

6
.

-

-

や

旨
.

)

ワ

一

望
.

(

5
)

句
･

巨
岩
E

卓
C
O

宍
番

ぇ

訂
急

已
瑠

,昌
什

訂

巳
｡

ロ
e
叶

胃
叫

→
F

苦
り

叫

○
巾

一

己
巧
口
氾

己
○

日

巴

ゴ
乳
¢

〉

→
F
打
ロ

ト
¢
n

什

官
0

-

粥
i

表
口

p
【

内
せ
U

t

O

A
ヨ
2

星
口

平
口

警
･

邑
-

監
∽
e

邑
ロ

メ
一

茂
沖

(

6
)

小

島
清

･

｢

国
際

級

済
静
+

(

昭

和
二

五

年
)

一

六
二

貫

参
府

｡

四

第
こ

囲
に

お

い

て

見
ら
れ

る

よ

う
に

､

外

貨
の

需
要
曲
線
と

供

給
曲
線
と

が
､

或
る

條
件

を

沸
す

場
合
に

ほ
､

輸
出

超
過

額
を

極

大
な

ら

し

め
る

よ

う
な

席
巻
相

場
が

存
在
し

得

る

こ

と
が

想
像
さ

れ

よ

う
｡

こ

れ
い

わ

ゆ
る

邁
限
篤

巻
相

場
(

O

p
t

片
口
日

日

宗
t

O

O
代

e

M

臣
呂
慧
)

で

あ

る
｡

か

か

る

相

場
の

存
在
し

得
る

こ

と

に

つ

い

(

1
)

て

は

l
･

ロ

ビ

ン

ソ

ン

が

眈
た

明
か

に

し

た

と
こ

ろ
で

あ

る

が
､

A
.･

1
･

プ

ラ

ク

y

に

よ
っ

て

さ

ら
に

敷
革
的
に

廣
周
さ

れ

た
｡

.
外
貨
葡
委

曲

藤
と

遠
慮
盛
挙
胡

身

■∵

ブ

ラ
■
ウ

ン

の

為
替
理

論
に

つ

い

て

ほ

経

臍
畢
新
大

系

第
八

篇
｢

国

際
経
臍
+

収

録
の

拙
稿
｢

最
近
の

篤
替
理

論
+

に

お

い

て

詳
し

く

(

2
)

解
説
し
て

お

い

た
｡

か

れ

は

席
替
相

場
が

安
定
的
で

あ

る

と

仮
定

し
て

､

も

し
イ

ギ
リ

ス

の

受
取

勘
定
建
封
米
篤
替
相

場
の

下

落
が

栂

緯
的
に

行
わ

れ

る

な

ら

ば
､

下
ル

達
の

イ

ギ
リ

ス

輸
出

超
過

額

は

際
限
な

く
増

大
す
る

か
､

或
い

は

輸
出
供

給
の

弾
力

性
が

急
激

に

減
少

を

衆
た

し

或
る

鮨
虹

至
っ

て

輸
出

超
過

額
の

増
加
は

止

む

か

と

の

問
題

を

捷

起
し
て

､

γ

(

規

箕
の

受
取

勘
定
建
烏
替
相

場
)

の

下
落
に

應
ず
る

β

(

玲
出

超
過

額
)

の

増
加

が

極
大
と

放

る

條

件

を

求
め

て

い

る
｡

す
患

わ

ち
､

(

も

鴫
述
轟

㌔
.
.

･

詫
)

+
豊

(

8

韓
□

℃

叩
･

ゝ
(

ト
t

晋
か

叫
叉ゝ
l

b
)

<
○

か

ら
､

A
､

B

と

も
に

正

雪
ぼ

､

逼
･

｡

(

恥
)

計
が

適
限

為

替
相

場
な

り

と

し
て

小

る
｡

こ

の

場
合
ゑ

ほ

初

期
の

均
衡
状
態
に

お

け
る

輸
入

頗
顧
ま

た

は

輸
出

倍
額

､

れ

は

初

期

均
衡
状
態
の

受

取

勘
定
連
名
替
相

場
､

A

は

薦
替
相

場
に

應

ず
る

外

貨
建
藤
出

債

J β∂

ー.て

･>

L



〕

■∵

■ご
}

マ

せ

･つ

】

橋

論

叢

弟
三

十

四

春

希
二

凍

額
の

瀾
力
性

､

B

ほ

同
じ

く
外

貨
建
輸
入

倍
額
の

弾
力

性
を

示

す
｡

儲

細
ほ

前
掲
拙
稿
の

参
照

を

請
う

｡

し
か

し
ブ

ラ
.

ウ

ン

の

推
理
に

用

い

ら

れ

た

(

も

式
は

払
=
計

{

(

抑
)

ド
{

抑
)

+

な
る

式
か

ら

出

費
し
､

A

お

よ

ぴ
B

が
一

定

た

る

前
捷
の

下
に

､

こ

れ

を

γ

に

つ

い

て

倣
介
し
て

得
た

も
の

で

あ

る
｡

か

れ

ほ

輸
出

供
給
の

弾
力

性
が

急
激
に

減
少

す

る

場
合
も

考
察

す
る

上

明

言
し

て

い

る

の

で

あ

る

か

ら
､

A

お

よ

ぴ
B

を
一

定
と

前
提

す
る

こ

と
は

矛

盾
の

そ

し

り

を

免
れ

な

い
｡

よ
っ

て

A

も

B

も

と

も
に

↑

の

攣
化
と

と

も
に

変
動
す
る

と
の

前
睦
に

立

ち
､

ゝ

=

ゝ
(

ユ
.

b
l-

b
(

ユ

と

す
れ

ば
､

告
咋

-

晋
叩

な
る

記

兢
を

用
い

て
､

ー

㌔

礼
物

●

..

■
●

■..･

-
■

-

･_

-

■

Ⅰ

計

丸
づ

T
(

抑
)

ト
ー
ー

ー

弟
)

+

÷
､

(

叩
∵

叉
汁

)

ぜ
蒜

)

が

得
ら
れ

る

(

A
､

B

と

も
に

一

定
な

る

場
冶
に

は
､

右
連
第
二

項
は
0

で

あ

る
)

｡

か

く
し
て

第
二

固
か

ら

も

明
か

な

如
く

､

-

■

咋
U
｡

､

軸
･
人
ハ
｡

の

條
件

を

沸
す
γ

の

一

倍
が

布
衣
し

得
る

こ

と
が

推
定
さ

れ

る

で

あ

ろ

う
｡

こ

れ

が

適
限

為

替
相

場
で

あ

る
｡

な

お

ブ

ラ

ウ
･
ン

は

輸
出

供
給
の

弾
力

性
の

急
減
に

よ
.

っ

て

輸
出

起
過

密
の

増

加
が

止

む
こ

と

を

手

懸
り

と

し
て

､

適
限
為
替
相

場

の

存
在
の

可

能
性
を

詮
.
明
し

て

い

る

が
､

こ

の

鮎

も
正

確
に

ほ

安

嘗
と
い

え

な

い
｡

何
と

な

れ

ぼ

輸
出

供

給
の

弾
力
性
が

た

と

え

0

と

な
っ

て

も

輸
出

超
過

額
は

そ

の

増

加

を

止

め

る

だ

け
で

減
少
に

韓
ず
る

こ

上

が

な

く
､

第
二

固
(

B
)

■
に

も

示
さ

れ

る

如

く
. ､

受

取

勘
定
建
為

替
相

場
に

應

ず
る

外

貨
の

供
給
曲
線
ほ

左

下
り

(

換

言
す

れ

ぼ

第
二

圏

(

A
)

に

ょ
っ

て

も

示

さ

れ

る

如

く

支

蹄
勘
定

連
名

替
相

場
に

應
ず
る

外

貨
の

供
給
曲

線
は

左

上
り
)

に

韓
ず
る

こ

と

ほ

な

く
､

従
っ

て

輸
出

超
過

額
ほ

極

大

値
を

持
ち

得
た

い

か

ら
で

あ

る
｡

外

貨
の

供
給
曲
線
が

受
取

勘
定
達
為

替

相

場
に

應
じ

て

左

下

り
､

支

蹄
勘
定
達
薦

蕃
相

場
に

應
じ

て

左

上

り
と

な
り

得

る

こ

と

を

説
明

す

る

た

め
に

ほ
､

や

ほ

り
､

輸
出

品
の

外

囲
需
要

の

弾
力

性
の

一

以

下
へ

の

減
少
の

可
能

性
に

関
係
づ

け
凍

方
が

よ

J αI



い
.

そ

こ

で

邁
限
薦
替
相

場
に

お

い

て

捻
出

超
過

額
に

等
し
い

封
外

耗
投

資
を

行
う

と

す

れ

ぼ
､

こ

の

部
に

お

い

て

為
替
相

場
が

決
定

さ

れ

る

わ

け
で

あ

る

が
､

も
.
し

偶
々

何
ら
か

の

理

由
に

よ

り
､

籍

替
相

場
が

受
取

勘
定
建
で

.
こ

れ

以

下
に

下

落
(

真

珠
勘
定
達
で

こ

れ

玖

上
に

騰
貴
)

し

た

と

す
れ

ぼ

如

何
｡

こ

の

野
に

つ

き

ロ

ビ

ン

ソ

ン

の

で
っ

と
こ

ろ

を

要

約
す
れ

ぼ

次
の

如
く
で

あ

る
｡

す
な

わ

ち
､

.
も
し

薦

春
相

場
(

受

取

勘
定
建
)

が

適
限

相

場
以

下
に

下

落

す
る

な

ら

ば
､

貿
易
敏

文

は

感

化
し
､

さ

ら
に

為
替
相

場
の

下

落

を

促
す
か

ら
､

為
替

相

場
は

累
積
的
に

下

降
を

つ

づ

く
べ

く
､

か

く
て

溌
制
が

行

わ

れ

て

い

な

い

限
り

､

為
替
相

場
ほ

適
限
相

場
以

上
に

あ

る

場
合
に

お

い

て

の

み

安
定
的
で

あ

り

得
る

｡

し
か

し

七

壇
め
て

短

期
的
な

敬
鮎
に

立
て

ぼ
､

金

本

位
制
を

放

棄
し

た

国
は

､

た

と

い

長
期
的
に

は

ど

ん

な

に

強
い

立

場
に

あ
っ

て

も
､

封
外

純

投

資
額
に

佐
小

な

増
加
を

生

ず
れ

ぽ
､

為
替
相

場
の

急
激
な

崩
壊

を

促
進

す
る

慢
性
的
孜

危
険
に

さ

ら

さ

れ

ね

ぼ

な

ら
ぬ

よ

う
に

見

え
る

｡

し

か

し

な

が

ら
こ

の

危
険
に

勤
し
て

ほ
､

(

一

)

世
界
中
で

い

ず
れ
ぁ

の
一

国
掛

金

本

位
制
に

止

ま
っ

て

い

る

限

り
､

如
何
に

短
期
の

需
要
に

勤
し
て

も

完
全
に

弾
力
助
な

一

商

品
た

る

金
が

存

､

外
食
常

葉
曲

線
と

邁
限

焦

脊
相

場
･

慈
し

て

い

る

こ

七
､

お

よ
び

(

二
)

専
門
の

篤
層

投

機
業
者
の

活

動
が

､

後
に

落
着
く
と

期

待
さ

れ

る

水

準
以

下
に

篤

替
相

場
の

下

落
す
る

こ

と

を

妨

げ
る

こ

と
の

二

つ

の

安
全

堺
が

存
す
.

る
一｡

投

機

業
者
が

席

巻
相

場
の

続
落
に

拍

車

卑
か

け
る

よ

う
な

行

動
に

出

ず

る

場
合
忙

ほ
､

政

麻
の

干

渉
に

よ
っ

て

相

場
の

急
激
な

崩
壊
を

防

ぐ
よ

り

外

ほ

患
い

｡

と
こ

ろ
で

為
替
相

場
が

短

期
的
邁
限
相

場
以

下
に

下

落
し
て

い

る

の

に
.､

封
外

純
投

資
が

い

ま

ま
で

と

同

じ

水

準
で

つ

づ

け

ら

れ

る

か
､

ま

た

は

さ

ら
に

増
加

す
る

場
合

､

何
ら

の

干

渉
も

行
わ

れ

な

い

な

ら

ば
､

如
何

た

る

こ

と
が

起
る

で

あ

ろ

う

か
｡

か

か

る

場
合
に

は

為
替
相

場
は
0

に

向
っ

て

低
落
を

急
ぐ

で

あ

ろ

う
｡

■
し
か

し

そ

こ

ま
で

行
か

ぬ

う

ち
に

､

そ

の

途
中
で

､

輸
出

超
過

額
･
が

極

小

と
な

る

勺
e

邑
ヨ
β

2

づ
○
-

已

を

通
過

す
べ

く
､

席
巻
相

場
の

下

落
は
こ

の

鮎

よ

り

い

く

ら
か

下
の

ど
こ

か

で

(

3
)

喰
い

止

め

ら

れ

る

と
い
■
う
の

で

あ

る
｡

以
上

が

ロ

ビ

ン

ソ

ン

の

所

詮
で

あ

る

が
､

匂

盗
ぎ
2
日

一

旦
n
t

よ

り

い

く
ら
か

下
の

或
る

射
で

薦
巻
相

場
(

受
取

勘
定
建
)

の

†

落
が

喰
い

止

め

ら
れ

る

と
い

う

意
味
ほ

思

う
に

次
の

如
く

解
樺
さ

る

べ

き

で

あ

ろ
ゝ

}

ま

ず
こ

こ

に

問
題

と
さ

れ
る

状
層
が

､

受
取

勘
定
達
貧
替
相

場
の

下

降
に

應
じ

て

輸
出
に

基
く

外

貨
供
給
量
が

J O 7
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∴

=

′､j

-づ
∴

.̀で
■ヽ

r

i

.
-

■讃
.
∴
ノ

ー

､■繋
､

′三
一

夢

豆 +

_

一

､

橋
■
論

叢

■
弟
三

十
内

管

弟
二

鮮

一

却
っ

■
て

減
少

す
･
る

が

如
き

場
合
や

あ

る

こ

と
に

注
意
し

な

け
れ

ぼ

な
ら

ぬ
｡

そ

こ

で

い

ま

邁
限

璃
替
相

場
を

出

費
鮎

と

し
､

こ

の

鮎

に

お
■
け
る

輸
出

超
過

額
と

等
し
い

野
外

純
投

資
が

楷
積
的
に

な

さ

れ

る

と

す
れ

ぼ
､

外

資
の

需
要

量
(

輸
入
倍
額
プ

ラ

ス

野

外

純
投

払

外 車罵声超 過額

外 賀需据皇

瓜

コ
q

O

S 六

第 三 国

資
額
)

は

供
給
量

(

輸
出

倍

額
)

を

超
過

す
る

か

ら
､

薦
香
箱

瘍
の

低
落

を

見
る

一

方
､

捻

出

超
過

額
ほ

次

第

に

小

さ

く
な

る
｡

し
か

し

為
替

相

場

安

芸
定
は

篤
学
相

場

･

が

極

度
に

下

落
す

れ

ぼ
､

輸
入
に

基
く
外

貨
需
要
曲
線
の

勾

配
ほ

著
し

く
小

さ

く
な

る

べ

く
､

ま

た

輸
出
に

基
く

外

貨
供
給
量
減
少
の

程

度
も

小
さ

く

な
る

で

あ

ろ

う

か

ら
､

輸
出

超
過

額
ほ

再

び

増
大

す
べ

く
､

か

く

し
て

輸
出

超
過

額
が

極
小

と

な
る

享
つ

な

篤

春
相

場
の

存
在
が

可

能
と

た
る

｡

換
言
す

れ

ば
こ

の

鮎
に

お

い

て

野
外
純
投

資
を

含
め

た

外

貨
の

超
過

需
要
量
は

極

大

と

た

り
､

篤

香
箱

湯
が

こ

の

鮎

を

越
え

て

下

落
す

れ

ぼ
､

.
外

貨
の

超
過

需
要
量
ほ

再
び

縮
少

し
て

終

に

需
給
が

一

致
す
る

に

至

り
､

こ

の

鮎
に

お

い

て

為
替
相

場
の

下

落
ほ

止

む
こ

と

と

な

る
｡

以
上

を

試
み
に

固
示

す
れ

ぼ

弟
三

園

β

如

く
で

あ

る
㌧

因

み

に

右
の

如
き

p
e

∽

巴

ヨ
さ

ヨ

唱
ロ
i

已

が

布
衣

す
る

場
合
に

ほ
､

第
二

固
に

お

け

る

如

く

受

取

勘
定

遼
遠
限
為
替

相

場
以
下

(

支

蹄

勘
定
建

為
替
相

場
以

上
)

に

お

い

て

輸
入
に

基

づ

く
外

貨
需
要

曲

線
と

輸
出
に

基
づ

く

外

貨
供
給
曲
線
と
は

交
鮎

を

持
た

な
い

で

あ

ろ

う
｡

以
上

を

以
て

こ

の

小

路
を

一

應

結
ぶ

こ

と

と

す
る

｡

(

l
)

ナ

声
○

廿
i

臼
∽

O

n
､

日
誌
P

笥
i

ゴ

t

F
e

■→
訂
○
→

叫

○
巾

田
m
且
O

Y

ヨ
e

已
)

N
･

乱
■

}

F
O
一

己
q
ロ

ー

一

望
♪

p

-

会
.

篠
原

･

伊

藤

啓
二

〇

九

貫
｡

(

2
)

田

中

金

司
･

｢

最
近
の

焦

替
理

論
+

一

七

草
1
七

五

貫
｡

(

3
)

ナ

声
○

三
日

冒
ロ

ー

申
琵
P

笥

呂
.

旨
e

+

コ
}

①

O
H

叫

○
巾

E
ヨ
p
-

0

7

ヨ
e

已
)

宅
+
毛
-
･

怠
･

篠
原
･

伊
藤

撃
方
九

1

三
貫

｡

(

附
託
)

本
小

稿
を

草
す
る
に

曽
り

､

前
記
の

如
く

､

マ

ッ

ハ

ル

プ

数
野
の

講
義
お
よ
■

び
セ

､
､

､

ナ

ー

よ

り

示
唆
を

輿
え

ら
れ

し

こ

と

は

も

ち

ろ

ん
､

数
式
の

展
開
に

つ

い

て

ほ

水

谷
一

雄
敦
援
の

憩
切
な

教
示

を

受
け

､

ま
た

薦
潤
透
民
の

助

力
を

得
た

｡

附
託
し

て

謝
意
を

表
す

｡

し
か

し

文

責
は

筆
者
に

あ
る

こ

と

は

い

う
ま

で

も

な
い

｡

J O β




